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Ｑ５ 様々な人権問題を扱った学習に役立つ活動にはどのようなものがあるか？

Ａ： 平成２３年３月に県教育委員会事務局学校教育課が発行した「様々な人権問題に関する指導

資料集」に、様々な活動が掲載されている。授業など、学校教育活動の様々な場面で活用する

ことが考えられる。以下、いくつかの事例を紹介したい。

＜事例１＞ 人権ってなんだろう(pp.4-7) 
○人権問題：人権一般

○考えられる目標（ねらい）：人権とは何かについて考えることができる。

○準備：①ワークシート１「権利の熱気球」・カード（pp.6-7）②、資料１「世界人権宣言、」

○活動方法

①活動の説明をする。

・「あなたは今、海の上を気球に乗って旅しています。」

②権利カードを切り離し、個人で順位付けをさせる。

・「気球の高度がだんだん下がってきてしまいました。このままでは海に落ちてしまいます。

海に落ちないためには、気球に乗せられている９個の荷物のうち、一つを海に捨てなけれ

ばなりません。皆さんに配られているカードがその荷物です。さあ、一つ捨ててください。」

・「ところが、気球はまだ落ち続けています。もう一つ荷物を捨ててください。」

・捨てたカードをワークシートに下から順番に並べさせる。最後の一つになるまで繰り返市

行う。 
③グループで、個人の順位付けの結果やその理由、意見、気付きなどを話し合わせる。

④各グループの話合いの結果や気付きなどを発表し、振り返らせる。

○ワークシート等

○実践例

中学校３年生の保護者会において、生徒同士、保護者

同士でグループを編成し、この活動を実施した。グルー

プでの話合いの後に、生徒・保護者が一緒になり、各班

の考えを尊重しながら、全体で意見を交換し、権利につ

いて考えることができた。
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＜事例２＞ 児童虐待(pp.46-49) 
○人権問題：子ども（児童虐待）

○考えられる目標（ねらい）：児童虐待についての理解を深め、自分が被害者にも将来の加害者に

もならないという決意をもつことができる。

○準備：①ワークシート４(p.48)、②資料４(pp.46-47) 
○活動方法

①ワークシート４の１をもとに、児童虐待とは何かに

ついて個人の考えを記入させる。

②個人の考えをもとにグループで話し合わせる。

③資料４（２枚）を配布し、児童虐待相談対応件数が

増加している現状、児童虐待の防止に関する法律に

ついて説明する。

④教師の説明をもとに児童虐待の四つの分類につい

てワークシート４の１に記入させる。

⑤振り返らせ、児童虐待は重大な人権侵害であり許さ

れないこと、通報義務があること等を確認し、自分

が被害者にも将来の加害者にもならないという決

意をもたせる。

○ワークシート等

これらの活動を掲載した「様々な人権問題に関する指導資料集」（平成２３年３月 栃木県教育

委員会事務局学校教育課）は、各学校に１冊配布されていると同時に、資料やワークシートの pdf
ファイルが納められた CD も配布されているので、効果的に活用されたい。


